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ロキシーは歩
ある

いて学
がっ

校
こう

から家
いえ

に帰
かえ

る途
と

中
ちゅう

，近
きん

所
じょ

の家
いえ

を一
ひと

つずつ見
み

るのが大
だい

好
す

きでした。ある
家
いえ

には，ほえながらまどの中
なか

で飛
と

びはねる犬
いぬ

がい
ました。別

べつ

の家
いえ

では，木
き

々
ぎ

で鳥
とり

が鳴
な

いていました。
それから，バンクス先

せん

生
せい

の家
いえ

です。バンクス先
せん

生
せい

はロキシーが 3年
ねん

生
せい

のときの先
せん

生
せい

で，ロキシー
のお気

き

に入
い

りの先
せん

生
せい

でした。バンクス先
せん

生
せい

が
玄
げん

関
かん

前
まえ

の椅
い

子
す

にすわっているのが見
み

えると，
ロキシーはいつも手

て

をふりました。バ
ンクス先

せん

生
せい

はいつもやさしくて幸
しあわ

せそ

うでした。
でも今

き ょ う

日，玄
げん

関
かん

前
まえ

の椅
い

子
す

は空
から

っぽでした。家
いえ

は
静
しず

かに見
み

えました。バンクス先
せん

生
せい

のねこのチェス
ターもいなくなっていました。
ロキシーは，バンクス先

せん

生
せい

は病
びょう

気
き

だとお母
かあ

さんが
言
い

っていたのを思
おも

い出
だ

しました。治
ち

療
りょう

のために毎
まい

日
にち

病
びょう

院
いん

に行
い

っているのです。ロキシーは悲
かな

しくなり
ました。先

せん

生
せい

のために何
なに

かよいことをしたいと思
おも

いました。でも，何
なに

をすればいいのでしょう。
ロキシーは花

はな

から花
はな

へと飛
と

ぶみつばちを見
み

まし
た。そのとき，アイデアがうかんだのです！
ロキシーは走

はし

って家
いえ

に帰
かえ

り，庭
にわ

でばらを一
いち

輪
りん

つむ
と，バンクス先

せん

生
せい

の家
いえ

にもどり，玄
げん

関
かん

のポーチに置
お

きました。

メアリー・ブレンクレー
（ほんとうにあった話

はなし

をもとに書
か

かれました）

バンクス先
せ ん

生
せ い

，
だれか当

あ

ててみて！ 先
せ ん 生

せ い を大
だ い

好
す

きなのは 
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次
つぎ

の日
ひ

，ロキシーはバンクス先
せん

生
せい

の椅
い

子
す

にひま
わりを置

お

きました。その次
つぎ

の日
ひ

には，玄
げん

関
かん

のドア
のそばにひなぎくを置

お

きました。 2週
しゅう

間
かん

のあい
だ毎

まい

日
にち

，ロキシーはバンクス先
せん

生
せい

のために花
はな

を置
お

きましたが，だれにも見
み

られないように
気
き

をつけていました。
ある日

ひ

，家
いえ

に帰
かえ

る途
と

中
ちゅう

，ロキシーはバンク
ス先

せん

生
せい

が玄
げん

関
かん

のポーチにすわっているのを見
み

ました。先
せん

生
せい

は手
て

に花
はな

を持
も

っていました。
「ロキシー。」バンクス先

せん

生
せい

は言
い

いました。
「このきれいな花

はな

を見
み

て。だれかがわたし
のために置

お

いてくれたの。病
びょう

院
いん

から帰
かえ

る
と，毎

まい

日
にち

新
あたら

しい花
はな

が待
ま

っているのよ。」
ロキシーはにっこりしました。「だれが
置
お

いたか知
し

っていますか？」
先
せん

生
せい

はほほえみ返
かえ

して，「だれであっ
ても，その人

ひと

に感
かん

謝
しゃ

したいわ。」
「たぶん先

せん

生
せい

のことが大
だい

好
す

きな人
ひと

です
よ！」ロキシーは言

い

いました。
「そうね，毎

まい

日
にち

新
あたら

しい花
はな

を見
み

つけるの
が楽

たの

しみだったわ」とバンクス先
せん

生
せい

は言
い

い
ました。「最

さい

初
しょ

の花
はな

は玄
げん

関
かん

のポーチにあっ
たの。」
「先
せん

生
せい

のねこが置
お

いて行
い

ったと思
おも

いますか？」
ロキシーはたずねました。

「チェスターはびっくりするようなもの
を残

のこ

していくのが好
す

きだけど，花
はな

を置
お

いて
行
い

ったことはないわね。」バンクス先
せん

生
せい

は
笑
わら

いました。「椅
い

子
す

の上
うえ

にあった花
はな

はどう
かしら。」
「通

とお

りを行
い

った所
ところ

の犬
いぬ

じゃないですか？」
ロキシーはもっと笑

え

顔
がお

になりました。
「ドアのそばの花

はな

は？」
「りすじゃないですか？」
「あら，まあ」と，先

せん

生
せい

は笑
わら

いながら
言
い

いました。「わたしを大
だい

好
す

きな動
どう

物
ぶつ

がこんなにたくさんいるなんて気
き

づ
かなかったわ！ でも，花

はな

はたしかに
特
とく

別
べつ

な気
き

持
も

ちにさせてくれたわ。」
ロキシーはよろこびではち切

き

れ
そうでした。バンクス先

せん

生
せい

がまた
笑
え

顔
がお

になれる手
て

伝
つだ

いができてうれ
しかったのです。●
このお話

はなし

は，アメリカ合
がっ

衆
しゅう

国
こく

での出
で

来
き

事
ごと

です。
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